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(3) K. R. Poppe r が提唱した社会実験方式を， 市民参加型の水辺の環境づくりプロジェクトに実際に
適用し参加者と非参加者との環境認識，役割，空間共有などの意識の差異を抽出するとともに，参加
者の提案が陳情型から自主型の環境関与に変化する乙とも明らかにしている。これによって，行政の情
? ?? ?可
t
報支援による社会実験方式の有効性を実証している。
ぱ) 環境紛争におけるコンフリクトの解の概念および規範葛藤問題の分析のため，それぞれコンフリクト
解析法およびAHP法の適用性とその限界を検討し前者においては戦略オプションを変更できる第三
者の調停が効果的なとと，後者では葛藤解決lと学習と経験が影響する乙とを示している。
(5) 複数の主体が関与する環境政策決定問題に関して従来の合意交渉モデルを検討し，環境の公共財的特
性と情報次元でみたクラブ財性の混同がコンフリクト原因になる乙とを見出している。乙のため，関連
知見情報体系とトレード・オフの公開を前提にした中間項方式による参加型意思決定支援システムの基
本形を提案しているo
以上のように本論文は，環境政策におけるコンフリクトを工学的管理と社会科学との境界領域の課題と
してとらえ，多くの実際例を通じて理論的仮説を実証するとともに，問題解決のためのシステム論的提案
を行ったもので，環境計画の理論および実際に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として
価値あるものと認める。
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